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通巻 211号                                                      平成 25年 2月 12日 

 

神奈川県およびその周辺地域の地震活動 

（2013年 1月） 

                                                           神奈川県温泉地学研究所 

 

1. 神奈川県およびその周辺地域における 2013年 1月の地震活動概況 

○ 当所の地震観測網によって、1月 1日から 1月 31日までの間に震源決定できた地震数は 850回

でした。この期間中、神奈川県およびその周辺地域での最大地震は、22日の 11時 55分ごろに

発生した丹沢を震源とする M3.1でした。箱根火山では、1月上旬より地震数が増え始め、やや

活発な地震活動が発生しています。この報告の最後に、箱根火山についてのまとめがあります。 

  

○ 震源決定した最大地震  

13年 01月 22日 11時 51分 深さ 24.15 km M3.1 (丹沢) 

 

○ 箱根火山の群発地震（注）：1回   

2013年 1月 11日 12時頃より（継続中） 

   有感地震：0回（気象庁発表による回数） 

（ただし、当所が大涌谷で独自に行っている観測では、以下の地震が有感地震相当として観

測されている。） 

   ① 1月 30日 12：53 M1.5 震度 2（相当） 

  （注）震源数が 1時間に 10個以上あり、活動期間は前後 3時間地震なしで区切る。 

   

2. 県内で有感となった地震と温泉地学研究所のルーティン処理による震源決定数  

表１ 県内で有感となった地震と各地の震度 （気象庁資料より） 

 

表２ 震源決定地震数(2013年)  

 

3. 資 料 

表１ 県内で有感となった地震と各地の震度      表２ 震源決定地震数  

図１  神奈川県とその周辺地域の地震活動  

図２ 表１に対応する地域区分 図3～6 地殻変動観測結果 
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1 2013年1月8日 13時38分 107km 3.9 千葉県南部 1 1 1 1 1 1

2 2013年1月10日 21時48分 48km 5 福島県沖 1 1
3 2013年1月14日 18時36分 89km 3.7 埼玉県南部 1 1
4 2013年1月22日 4時46分 16km 5.1 千葉県東方沖 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2
5 2013年1月26日 9時14分 112km 4 栃木県南部 1 1
6 2013年1月28日 3時41分 74km 4.8 茨城県北部 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1

　（注１） 震央地名は気象庁の発表名を掲載していますが、（　）内は当所の地域区分によるものです。
　（注２） マグニチュード(Ｍ)と深さは気象庁の発表の値を掲載しています。

　（注３）

横須賀三浦地域西湘地域 足柄上地域 湘南地域 県央地域 県北地域

平成18年３月20日に津久井郡津久井町と津久井郡相模湖町、平成19年３月11日に津久井郡
城山町と津久井郡藤野町は相模原市に合併しました。しかし、過去の震度値との比較を容易に
するため、これらの地域は「県北地域」としてまとめ、従来通りの表示にしています。
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図１  神奈川県とその周辺地域の地震活動 

（震源決定は、当所データの他に東京大学地震研究所、防災科学技術研究所および気象庁の地震波形

データを利用しています。なお、図中、白丸は過去 6ヶ月の震源、赤丸は今月の震源を示す。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 表１に対応する地域区分（深さは 50kmまで） 
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図6 地下水位観測結果(2013年1月) 
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4. 箱根火山の群発地震活動 

1月上旬より地震数が増え始め、17日ごろから急激に増加しています。ただし、地震の規模は非常

に小さく、M１以下のものが 9割を占めます。 

地震の活動域は、大涌谷から駒ケ岳にかけての地域で、駒ケ岳周辺で比較的浅い場所で発生し、大

涌谷周辺では深さ 4km付近まで震源が分布しています。 

1月 31日現在最大の地震は 1月 25日 15時 52分ごろと 1月 39日 12時 53分ごろに発生した M1.5の

地震です。 
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箱根の傾斜変動グラフ（潮汐補正済み） 

 

1月 11日前後から、駒ケ岳、湖尻、塔の峰、小塚山で傾斜記録が変化しているように見えます。 

 


